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❖
バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
と
は

　
す
で
に
皆
さ
ん
も
こ
の
検
査
を
や
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
毎
年
の
バ

ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
実

施
し
だ
し
て
か
ら
５
年
以
上
の
年
月
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
辺
で
も
う

一
度
こ
の
テ
ス
ト
の
意
味
を
確
認
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
テ
ス
ト
で
は
、
乳
房
炎
原
因
菌

の
種
類
と
そ
の
数
を
調
べ
る
こ
と
で
、

そ
の
汚
染
程
度
や
搾
乳
衛
生
の
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の

後
の
対
策
を
立
て
る
た
め
の
有
効
な
指

針
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
的
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
は
、
農
場
に
お

け
る
搾
乳
衛
生
状
態
や
乳
房
炎
原
因
菌

の
牛
群
へ
の
広
が
り
を
予
測
す
る
た
め

の
基
本
デ
ー
タ
と
な
り
、
乳
房
炎
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
多
く
の
情
報
を
得

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
乳
房
炎

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
〝
フ
ァ
ー
ス
ト
ス

テ
ッ
プ
〟
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

❖
バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

継
続
の
重
要
性

　
こ
こ
で
過
去
に
乳
房
炎
防
除
に
取
り

組
ん
だ
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
農

場
で
は
、
生
菌
数
（
２
万
１
０
０
０
個

／
㎖
）
と
大
腸
菌
数
（
２
８
０
０
個
／

㎖
）
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
搾
乳
手
順
の
見
直
し
と
搾
乳
機
器

の
点
検
お
よ
び
牛
床
環
境
の
改
善
を
実

施
し
ま
し
た
。
改
善
後
、
確
認
の
た
め

バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を

行
い
、
生
菌
数
と
大
腸
菌
数
が
正
常
範

囲
内
ま
で
減
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
翌
年
の
テ
ス
ト
で
再

び
大
腸
菌
数
が
増
え
た
た
め
敷
料
の
細

菌
培
養
検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

搾
乳
機
器
の
点
検
を
行
い
、
再
度
バ
ル

ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
で
確
認

し
ま
し
た
。
敷
料
の
状
態
等
の
環
境
は

季
節
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
の

で
、
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て
も
う
ま

く
い
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
状
の
確
認
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
（
２
回
目
の
改
善
後

の
推
移
は
、
別
添
グ
ラ
フ
参
照
）

　
ま
た
、
伝
染
性
乳
房
炎
の
原
因
菌
で

あ
る
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
は
、
そ
の
特
徴

か
ら
乳
汁
中
へ
の
排
菌
量
は
少
な
く
、

時
に
は
検
出
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
継
続
し
て
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
わ
な
い
と
、
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
を
見
逃
し
て
し
ま
い
、
数
か
月
後

に
は
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
乳
房
炎

が
増
え
て
い
る
と
い
っ
た
、
乳
房
炎
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
失
敗
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

❖
ま
と
め

　
こ
の
よ
う
に
バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
テ
ス
ト
は
継
続
的
に
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
牛
群
の
保
菌
状
況
を
知
る

こ
と
で
、
現
状
の
搾
乳
衛
生
状
態
と
飼

養
環
境
状
況
の
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
乳
房
炎
発
生
原
因
の
究
明
と
そ
の

対
策
が
明
確
に
な
り
ま
す
。
毎
回
届
く

テ
ス
ト
結
果
の
数
値
を
見
比
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、今
、我
が
牧
場
に
い
る
「
目

に
見
え
な
い
住
人
」
を
知
っ
て
、
日
々

の
安
定
し
た
高
品
質
な
生
乳
生
産
の
助

け
と
な
る
の
が
、
こ
の
バ
ル
ク
乳
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
と
い
う
こ
と
で

す
。

バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
は

何
の
た
め
に
や
る
の
？
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業
務
部

●
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
８
月
24
日
に
、
高
根
沢
町
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
に
て
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
９
月
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
に
向
け
た
事
前
研
修
で
は

あ
り
ま
す
が
、
日
々
酪
農
業
に
励
む
好

青
年
の
悩
み
を
解
決
し
た
い
！
と
い
う

思
い
で
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
入
組
し
て
５
ヶ
月
の
私
、
嶋

村
も
事
務
局
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
講
師
に
は
デ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
増
田
氏
と
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
渋
谷
氏
を
招
き
、
７
名
が
受
講

し
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
受

講
者
１
人
１
人
の
「
今
、
解
決
し
た
い

悩
み
」
を
明
確
に
し
た
上
で
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、
具
体
的
に
お
話
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　
増
田
氏
か
ら
は
、「
男
性
と
女
性
は

脳
の
構
造
が
違
う
の
で
、
こ
の
よ
う
に

接
す
る
と
女
性
に
モ
テ
ま
す
！
」
と
い

う
恋
愛
テ
ク
ニ
ッ
ク
か
ら
、
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
「
こ
ん
な

風
に
話
を
し
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
と

好
感
度
が
上
が
り
ま
す
！
」
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
ま
で
詳
し
く
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
相
手
の
気

持
ち
を
理
解
す
る
の
っ
て
、
な
か
な
か

難
し
い
で
す
よ
ね
。
増
田
氏
に
は
、
そ

の
気
持
ち
を
上
手
く
伝
え
る
、
汲
み
取

る
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
伝
授
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
も
今
日
か
ら
実
践
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
続
い
て
渋
谷
氏
か
ら
は
第
一
印
象
の

大
切
さ
、
女
性
に
好
印
象
を
与
え
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
外
見
を
中
心
と
し

た
内
容
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
受
講
者
に
は
９
月
の
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
す
る
服
装
で
来

て
も
ら
い
、「
こ
こ
を
こ
う
す
る
と
も
っ

と
良
く
な
り
ま
す
！
」
と
受
講
者
１
人

１
人
に
合
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ラ
ー
、

デ
ザ
イ
ン
、
サ
イ
ズ
等
具
体
的
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
機
会
っ
て
、
な

か
な
か
無
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
当
日

作
業
服
だ
っ
た
の
で
私
服
で
参
加
す
れ

ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
事
は
さ
て
お
き
、
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
を
通
し
て
、
改
め
て
自
分
の
悩
み

に
気
づ
き
、
今
後
の
解
決
策
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自

分
に
似
合
う
服
装
も
知
る
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
参
考
に
な
る
研
修
内
容
で
し
た
。

　
講
師
の
両
名
か
ら
は
、「
皆
様
服
装
に

気
を
遣
わ
れ
て
い
て
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
て
い
る
素
敵
な
方
々
だ
っ
た
の

で
、
今
後
良
い
方
向
に
進
ん
で
い
く
よ

う
、
応
援
し
て
い
ま
す
！
」
と
嬉
し
い

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
受
講
者
の
皆

様
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
私
も
日
々
精
進
致
し
ま
す
。

婚活セミナー風景
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●
乳
牛
飼
養
動
態
調
査

　
７
月
１
日
現
在
で
の
乳
牛
飼
養
動
態

調
査
を
実
施
し
た
結
果
が
取
り
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
以
下
の
と
お
り
ご
報

告
し
ま
す
。

１
　
出
荷
者
戸
数
・

	
飼
養
頭
数
に
つ
い
て

　
前
年
７
月
と
比
較
す
る
と
酪
農
中
止

は
18
戸
（
団
体
公
共
を
除
く
）
と
な
り
、

出
荷
者
数
は
前
年
同
月
比
３
・
９
％
減

の
４
４
８
戸
と
な
り
ま
し
た
。
廃
業
の

理
由
は
、
高
齢
や
後
継
者
が
い
な
い
10

戸
、
経
営
不
振
１
戸
、
死
亡
・
病
気
療

養
そ
の
他
７
戸
で
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
酪
農
中
止
者
18
名
の
廃
業
時

の
飼
養
頭
数
は
３
９
７
頭
で
し
た
。

２
　
飼
養
頭
数
に
つ
い
て

　
飼
養
頭
数
の
内
訳
は
、
経
産
牛

は
前
年
７
月
比
０
・
２
％
増
加
し

２
万
６
４
７
６
頭
、
自
家
育
成
牛
は
前

年
比
０
・
４
％
増
加
し
１
万
１
３
２
６

頭
、
外
部
預
託
牛
は
前
年
比
11
・
１
％

減
の
２
５
３
１
頭
で
し
た
。
ま
た
、
１

戸
あ
た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
３
・
５

頭
増
加
し
、
84
・
４
頭
で
前
年
に
引
き

続
き
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、搾
乳
牛
は
前
年
よ
り
１
・
２
％

減
少
し
２
万
２
７
２
４
頭
、
乾
乳
牛
は

９
・
３
％
増
加
し
３
７
５
２
頭
で
し
た
。

　
育
成
牛
（
自
家
・
外
部
預
託
含
む
）

の
保
有
率
は
、
０
・
０
４
％
増
加
し

29
・
96
％
で
合
計
１
万
１
３
２
６
頭
と

な
り
ま
し
た
。

３
　
分
娩
頭
数
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
１
月
ま
で
の
分
娩
予
定
頭

数
は
、
前
年
同
時
期
分
娩
実
績
に
比
べ

３
９
２
頭
減
少
し
１
万
５
３
３
３
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。
単
月
で
見
る
と
、
11

月
、
翌
年
１
月
が
昨
年
よ
り
減
少
（
減

少
率
そ
れ
ぞ
れ
４
・
２
％
、
０
・
４
％
の

減
少
）
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の

月
で
は
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
（
増

加
率
平
均
４
・
８
％
、
最
大
は
９
月
で

６
・
７
％
の
増
加
）。
平
成
29
年
度
下
期

は
、
夏
が
ま
だ
終
わ
ら
ぬ
時
期
に
分
娩

数
が
多
い
こ
と
が
懸
念
事
項
で
す
が
、

そ
の
後
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
分
娩
頭
数

が
あ
る
た
め
、
堅
調
か
ら
や
や
増
で
推

移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

乳　牛　飼　養　動　態　調　査　表 （平成 28 年７月１日現在）

支所別
調査

年月

出荷

者数

飼　　　養　　　頭　　　数
１戸平均

飼養頭数

繁殖和牛
経 産 牛
頭　　数

月　別　分　娩　予　定　頭　数

（カッコ内は内数で判別精液頭数、また下段は平成 27 年 7 月の実績頭数）経　　産　　牛 自家育成牛 外部預託牛
合計

育成牛
保有率
（％）搾乳 乾乳 小計 初妊 未種付牛 初妊牛 未種付牛 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計

那須高原

支　　所

H28.7 282 14,747 2,330 17,077 1,650 3,396 590 1,448 24,161 29.32 85.7 790 1,307 1,450 1,384 1,346 1,283 1,422 1,337 9,529
(77) (101) (110) (117) (105) (105) (135) (750)

H27.7 291 14,783 2,116 16,899 1,858 3,652 545 1,210 24,164 30.07 83.0 531
1,329 1,347 1,358 1,335 1,420 1,341 1,314 9,444

増減 ▲ 9 ▲ 36 214 178 ▲ 208 ▲ 256 45 238 ▲ 3 ▲ 0.75 2.6 259 ▲ 22 103 26 11 ▲ 137 81 23 85

宇都宮

支 所

H28.7 76 2,894 448 3,342 506 997 116 360 5,321 37.19 70.0 83
273 266 286 287 326 301 299 2,038

(27) (27) (34) (31) (38) (33) (17) (207)

H27.7 80 2,986 415 3,401 580 1,087 110 296 5,474 37.87 68.4 87
231 288 253 309 270 287 300 1,938

増減 ▲ 4 ▲ 92 33 ▲ 59 ▲ 74 ▲ 90 6 64 ▲ 153 ▲ 0.68 1.6 ▲ 4 42 ▲ 22 33 ▲ 22 56 14 ▲ 1 100

県 南

支 所

H28.7 90 5,083 974 6,057 507 943 119 694 8,320 27.20 92.4 34
573 532 552 614 514 499 482 3,766

(13) (15) (18) (40) (27) (18) (22) (153)

H27.7 95 5,222 902 6,124 467 1,108 126 244 8,069 24.10 84.9 23
559 496 471 506 542 472 513 3,559

増減 ▲ 5 ▲ 139 72 ▲ 67 40 ▲ 165 ▲ 7 450 251 3.09 7.5 11 14 36 81 108 ▲ 28 27 ▲ 31 207

小 計

H28.7 448 22,724 3,752 26,476 2,663 5,336 825 2,502 37,802 29.96 84.4 907
2,153 2,248 2,222 2,247 2,123 2,222 2,118 15,333

(117) (143) (162) (188) (170) (156) (174) (1110)

H27.7 466 22,991 3,433 26,424 2,905 5,847 781 1,750 37,707 29.92 80.9 641
2,119 2,131 2,082 2,150 2,232 2,100 2,127 14,941

増減 ▲ 18 ▲ 267 319 52 ▲ 242 ▲ 511 44 752 95 0.04 3.5 266 34 117 140 97 ▲ 109 122 ▲ 9 392

団 体

H28.7 2 21 12 33 5 7 0 0 45 26.67 22.5 3
3 7 2 2 2 1 4 21

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

H27.7 2 27 8 35 5 8 0 0 48 27.08 24.0 21
9 1 1 3 0 1 2 17

増減 0 ▲ 6 4 ▲ 2 0 ▲ 1 0 0 ▲ 3 ▲ 0.42 ▲ 1.5 ▲ 18 ▲ 6 6 1 ▲ 1 2 0 2 4

合 計

H28.7 450 22,745 3,764 26,509 2,668 5,343 825 2,502 37,847 29.96 84.1 910
2,156 2,255 2,224 2,249 2,125 2,223 2,122 15,354

(117) (143) (162) (188) (170) (156) (174) (1110)

H27.7 468 23,018 3,441 26,459 2,910 5,855 781 1,750 37,755 29.92 80.7 662
2,128 2,132 2,083 2,153 2,232 2,101 2,129 14,958

増減 ▲ 18 ▲ 273 323 50 ▲ 242 ▲ 512 44 752 92 0.04 3.4 248 28 123 141 96 ▲ 107 122 ▲ 7 396
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生
乳
販
売
課

　
平
成
28
年
８
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し

１
０
０
・
９
％
（
１
万
９
６
５
４
ｔ
）

と
、
２
ヶ
月
連
続
し
前
年
を
上
回
る

生
産
で
す
。
各
支
所
の
受
入
乳
量
は
、

那
須
高
原
支
所
は
１
万
２
８
１
９
ｔ

（
前
年
比
１
０
１
・
６
％
）
宇
都
宮
支
所

２
４
７
５
ｔ
（
前
年
比
98
・
６
％
）、

県
南
支
所
４
３
６
１
ｔ
（
前
年
比

１
０
０
・
１
％
）
と
な
り
、
宇
都
宮
支

所
の
生
産
量
が
前
年
を
下
回
る
状
況
で

す
。
出
荷
者
数
は
、
前
年
同
月
よ
り
18

戸
減
の
４
４
７
戸
（
内
、学
校
は
２
校
）

で
し
た
。

　
８
月
度
迄
の
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
は
７
月
を
除
き
前
年
を
上
回
る
状

況
、
無
脂
固
形
分
率
は
６
月
を
除
き
前

年
並
み
で
推
移
、
細
胞
数
は
８
月
に
大

き
く
前
年
を
下
回
る
好
成
績
と
な
り
ま

し
た
。
尚
、
８
月
の
不
合
格
件
数
は

１
０
１
件
で
、
体
細
胞
数
の
不
合
格
件

数
が
34
件
減
少
し
、
４
ケ
月
連
続
で
前

年
を
下
回
る
状
況
で
す
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
８
月
総
受
託
乳
量

は
、
８
万
９
７
０
８
ｔ
と
な
り
、
前
年

比
１
０
０
・
０
％
、
プ
ラ
ス
５
ｔ
と
な

り
、
６
ヶ
月
振
り
に
前
年
を
上
回
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、

生
乳
生
産
量
が
前
年
並
み
と
回
復
し

た
状
況
も
あ
り
、
飲
用
向
け
前
年
比

１
０
１
％
と
２
ヶ
月
連
続
で
前
年
を
上

回
り
、
加
工
向
け
は
90
・
８
％
と
、
大

き
く
前
年
を
下
回
る
実
績
で
し
た
。

　
８
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

が
前
年
比
１
０
０
・
３
％
と
22
ケ
月
連

続
し
前
年
同
月
を
上
回
る
状
況
で
し
た

が
、
都
府
県
は
前
年
同
月
比
99
・
２
％

と
、
11
ケ
月
連
続
し
て
前
年
割
れ
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
尚
、
平
成
28
年
８
月
の
生
産
量
・
乳

質
、
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数

量
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

平成 28 年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 ８月期実績 前年同期実績 前年比 ８月末実績（累計）前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 65,168,414 64,512,925 101.0 352,122,693 352,560,922 99.9 

（ う ち 学 校 向 け ） 662,501 804,550 82.3 43,806,358 44,451,871 98.5 

は っ 酵 乳 向 け 13,640,839 13,363,023 102.1 66,508,906 66,194,586 100.5 

特 定 乳 製 品 向 け 9,061,837 9,976,769 90.8 41,992,712 44,754,291 93.8 

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,763,216 1,770,914 99.6 8,202,649 9,136,070 89.8 

チ ー ズ 向 け 74,123 79,758 92.9 321,834 339,111 94.9 

全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 89,708,429 89,703,389 100.0 469,148,794 472,984,980 99.2 

加 工 比 率 10.10 11.12 － 8.95 9.46 －
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那
須
高
原
支
所

今
年
も
大
盛
況

野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

　
８
月
４
日
、
夏
本
番
の
晴
天
の
下
、

那
須
町
共
同
利
用
模
範
牧
場
に
お
い

て
、
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
支
所
活
動
推
進
協
議
会
が
主
催

す
る
こ
の
行
事
は
、
今
年
で
14
回
目
を

迎
え
、
総
勢
４
８
０
名
余
が
一
堂
に
会

し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
代
和
一

協
議
会
長
か
ら
主
催
者
の
挨
拶
、
坂
主

正
組
合
長
か
ら
来
賓
の
ご
挨
拶
、
そ
し

て
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
で
の
乾
杯
で

パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
ン

ト
の
中
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
み
、

美
味
し
い
食
事
と
楽
し
い
会
話
で
日
頃

の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
、
地
区
対
抗
ゲ
ー
ム
、
抽
選
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
子
様
向
け
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
で

は
、
今
年
は
牛
に
扮
し
た
ス
タ
ッ
フ
と

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
も
ら
い
、
運
良
く

勝
て
た
ら
花
火
セ
ッ
ト
を
、
惜
し
く
も

負
け
て
し
ま
っ
て
も
乳
製
品
セ
ッ
ト

を
、
く
ま
モ
ン
に
扮
し
た
ス
タ
ッ
フ
か

ら
手
渡
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
続
く
地
区
対
抗
ゲ
ー
ム
は
、
パ
ン
食

い
、
牛
乳
早
飲
み
、
ア
メ
探
し
、
借
り

物
な
ど
の
競
争
を
各
地
区
４
人
の
選
手

が
分
担
し
て
リ
レ
ー
す
る
、
障
害
物
競

争
で
す
。１
等
賞
品
を
持
ち
帰
る
べ
く
、

代
表
選
手
達
が
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
物
や
人
、
お
題

盛
り
沢
山
の
借
り
物
競
争
で
は
、
屈
強

な
選
手
達
に
ロ
ッ
ク
オ
ン
さ
れ
た
会
場

内
の
参
加
者
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も

満
面
の
笑
顔
で
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
は
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会

で
す
。
抽
選
箱
に
入
っ
た
用
紙
を
田
代

会
長
に
引
い
て
も
ら
い
、
地
区
名
、
氏

名
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
、
各
地
区

テ
ン
ト
の
中
で
は
大
変
な
盛
り
上
が
り

で
し
た
。

　
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年

も
楽
し
い
夏
の
ひ
と
時
を
大
勢
の
参
加

者
と
共
に
過
ご
す
事
が
出
来
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
沢
山
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
宇
都
宮
支
所

支
所
全
体
交
流
会
を
開
催

　
８
月
３
日
、
今
年
も
夏
空
の
下
、
支

所
活
動
推
進
協
議
会
（
松
井
実
会
長
）

主
催
の
全
体
交
流
会
が
支
所
前
広
場
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
夏
休
み

期
間
中
で
も
あ
り
、
お
子
様
連
れ
の
家

族
も
多
く
、
関
係
業
者
の
方
々
を
含
め

86
名
が
参
加
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
蝉
の
声
が
鳴
り
響
く
会
場
内
で

は
、
汗
を
か
き
な
が
ら
食
べ
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
は
じ
め
、
生
ビ
ー
ル
や
か
き

氷
、
そ
し
て
子
供
た
ち
が
元
気
に
ビ

田代和一協議会長より開会の挨拶

お楽しみ！抽選会

お宝取り放題～たくさん取れるかなぁ～
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ニ
ー
ル
プ
ー
ル
で
は
し
ゃ
ぐ
な
ど
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の

余
興
で
も
抽
選
会
や
子
供
対
象
に
、
お

宝
（
お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
）
取
り
放
題

の
お
楽
し
み
会
を
行
い
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
〝
食
べ
て
・
飲

ん
で
・
笑
っ
て
〟
懇
親
を
深
め
な
が
ら
、

一
日
を
十
分
に
満
喫
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

支
所
担
い
手
育
成
研
修
会
を
開
催

～
税
務
申
告
（
入
門
編
）
～

　
９
月
１
日
、
担
い
手
育
成
の
一
環
と

し
て
、
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
で
の
税
務

申
告
（
入
門
編
）
研
修
会
を
支
所
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
長
嶋
電
算

の
長
嶋
修
一
先
生
を
お
招
き
し
、
10
名

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
入
門

編
と
い
う
こ
と
で
、
複
式
簿
記
の
基
本

仕
訳
・
勘
定
科
目
を
は
じ
め
、
貸
借
対

照
表
や
入
力
に
つ
い
て
の
説
明
を
頂
き

ま
し
た
。

　
こ
の
税
務
研
修
会
は
、
長
嶋
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
年
度
内
に
複
数
回
実
施

し
、
次
回
か
ら
は
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
た
勉
強
会
と
な
り
ま
す
。今
回
、

出
席
出
来
な
か
っ
た
方
も
、
ぜ
ひ
次
回

か
ら
の
研
修
会
に
参
加
さ
れ
、
ソ
リ
マ

チ
農
業
簿
記
を
学
習
し
て
頂
き
た
く
、

お
申
込
み
さ
れ
る
方
は
、
宇
都
宮
支
所

ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　
県
南
支
所

沖
地
区
デ
ン
ト
コ
ー
ン
生
育
調
査

　
去
る
７
月
25
日
、
真
岡
市
沖
地
区
の

デ
ン
ト
コ
ー
ン
作
付
圃
場
に
お
い
て
真

岡
市
沖
酪
農
組
合
（
國
母
孝
至
組
合

長
）、
芳
賀
農
業
振
興
事
務
所
、
種
子

メ
ー
カ
ー
等
関
係
機
関
が
集
ま
り
、
デ

ン
ト
コ
ー
ン
生
育
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
毎
年
、
刈
取
り
予
定
日
を
決
め
る
た

め
、
関
係
機
関
等
が
集
ま
り
、
各
圃
場

を
巡
回
し
生
育
状
況
等
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
各

圃
場
と
も
生
育
も
順
調
で
、
雑
草
処
理

に
つ
い
て
も
徹
底
さ
れ
、
と
て
も
き
れ

い
な
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
で
し
た
。

　
沖
酪
農
組
合
で
は
、
特
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
の
が
雑
草
防
除
で
、
草
一
本
も

圃
場
に
生
え
て
い
な
い
よ
う
に
す
る
程

の
徹
底
ぶ
り
で
す
。
徹
底
す
る
理
由
と

し
て
、
地
域
に
お
い
て
、
土
地
を
貸
す

側
か
ら
「
酪
農
家
に
土
地
を
貸
す
と
土

地
が
荒
ら
さ
れ
る
」
で
は
な
く
、「
酪

農
家
な
ら
安
心
し
て
土
地
が
貸
せ
る
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
、
良
質
な

自
給
飼
料
を
生
産
し
た
い
と
の
思
い
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　
各
デ
ン
ト
コ
ー
ン
圃
場
巡
回
後
、
國

母
組
合
長
の
牛
舎
に
場
所
を
移
し
、
収

穫
時
に
お
け
る
注
意
点
等
を
再
確
認
し

終
了
し
ま
し
た
。

食べて・飲んで・笑って

税務申告研修会

育成状況確認風景 デントコーン畑
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７
月
度
理
事
会
（
７
月
27
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
脱
退
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣�

　
昇
給
及
び
夏
季
手
当
の
支
給

に
つ
い
て

㈤
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈥�

　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に

つ
い
て

㈦�

　
乳
牛
飼
養
動
態
調
査
結
果
に

つ
い
て

㈧�

　
東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産

物
損
害
賠
償
に
つ
い
て

㈨�

　
子
会
社
の
第
１
四
半
期
事
業

実
績
に
つ
い
て

㈩
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠�

　
６
月
度
及
び
第
１
四
半
期
事

業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
基
準
値
を
超
え
る
井
戸
水
使
用

に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

㈢
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
８
月
度
理
事
会
（
８
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
脱
退
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤�

　
平
成
28
年
８
月
18
日
落
雷
に
伴

う
組
合
施
設
被
害
状
況
に
つ
い
て

㈥�

　
平
成
28
年
８
月
22
日
台
風
９

号
被
害
状
況
に
つ
い
て

㈦�
　
東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産

物
損
害
賠
償
に
つ
い
て

㈧�

　
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
記
帳
・
記
録
状
況
に

つ
い
て

㈨
　
関
東
生
乳
販
連
情
報

に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠�

　
７
月
度
事
業
実
績

に
つ
い
て

㈡�

　
組
合
員
出
資
口
数
の

減
に
つ
い
て

㈢�

　
規
程
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

㈣�

　
固
定
資
産
の
取
得

に
つ
い
て

「栃木県酪農フェア2016」

開催のお知らせ

　栃木県酪農協会主催「栃木県酪農フェア

2016」及び「第 26 回栃木県ホルスタイン共

進会」が以下の通り開催されます。

　楽しい催しが盛りだくさんです。皆様のご

来場をお待ち申し上げております。

８月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格

北 見 8 月  3  日 317 237 74.8% 679 4 3 847

稚 内 8 月 19 日 253 207 81.8% 742 3 3 977

十 勝 8 月 24 日 776 723 93.2% 750 104 80 899

根 室 8 月 25 日 506 454 89.7% 740 61 45 906

釧 路 8 月 26 日 180 132 73.3% 718 3 2 917

合 計 2,032 1,753 86.3% 726 175 133 912

前 月 2,070 1,505 72.7% 693 171 123 831

前年同月 2,174 1,856 85.4% 578 151 133 697

初妊牛の今後の動向は、12 ～１月分娩予定の牛が中心になります。都府県導入が活発
となり需要が高くなる時期である事に加え、道内での引き合いの強さや、黒毛和種の交
配（和牛受精卵含む）の増加により、初妊牛の資源不足が依然として続いています。こ
れらにより初妊牛価格は今後もやや強含み～強含みで推移するものと思われます。裾物
の育成や初妊牛についても価格上昇が予想されますので、導入を希望される方は分娩腹
の条件・価格等に十分余裕を持ってのお申し込みをお願い申し上げます。

８月度　県内家畜市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 種  別 出場
頭数

成立
頭数

平均
体重 最  高 最低 平均 前回比

（
８
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 87 86 62 140,400 22,680 87,015 ▲ 14,441

F １雄 103 102 61 378,000 165,240 298,726 ▲ 937

F １雌 94 94 57 312,120 97,200 225,398 7,103

（
８
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 0 0 0 0 0 0 0

F １雄 10 10 100 407,160 216,000 367,416 1,493

F １雌 11 11 94 370,440 265,680 323,705 14,645

今回の初生牛の取引価格は前回から比較し、那須市場では全体的にや
や弱含み、舘林市場ではやや強含みで推移しています。那須・舘林ど
ちらの市場でも、8 月当初からの値動きと比較すると概ね 6 千円～ 30
千円程度低下しています。素牛相場や枝肉相場等の動向で価格も影響
を受けますが、今後小幅な動きを続けつつ、やや弱含みで推移してい
くものと思われます。

日時　平成28 年10 月22 日 （土）

　９時 30 分～ 15：00 分（雨天決行ですが、

悪天候の場合は中止）

場所　栃木県畜産酪農研究センター

（那須塩原市千本松 298）

お知らせ


